




１．農業者の所得増大への支援力発揮

正組合員 ○ 職員 ×

准組合員 × その他 ○

地域住民 ×

〇流通資材の見直し

　ごぼう　段ボール→ポリ袋

　キャベツ　段ボール→鉄コンテナ出荷

　農家が出荷する際の流通資材を見直すことで、資材コストを低減し農業所得増大へ。

○出荷先（市場・契約業者）への出荷形態の変更交渉

　資材コストが割高な段ボールから、割安なポリ袋や鉄コンテナ出荷へ切り替えてもらうよう、

　市場・契約業者と交渉。資材コスト低減が農家所得増大に繋がり、結果、産地からの安定的な

　出荷量が見込めることを打診している。

実績（人数・経費等）、効果等

〇流通資材の見直による効果

　ごぼう　段ボール→ポリ袋　約62％のコストダウン

　キャベツ　段ボール→鉄コンテナ出荷　約78％のコストダウン

　加工用キャベツはJAで産地化を目指すため生産者を募集し、生産者、作付面積ともに

　増加している。（H28　11人　6㌶　／　H29　22人　12.7㌶　／　H30　24人　16.8㌶）

○出荷先（市場・契約業者）への出荷形態の変更交渉

　ごぼう　市場出荷620㌧のうち281㌧（約45％）をポリ袋出荷に切り替え。（H28実績）

取り組みの名称

流通資材の見直しによるコスト低減

参集範囲

取り組みの目的・コンセプト

野菜の流通資材を見直すことにより、農家の生産コスト低減、農業所得の増大を図る。

取り組み内容



２．地域活性化への貢献力発揮

正組合員 × 職員 ×

准組合員 × その他 ○

地域住民 ○

　JAゆうき青森食育ソムリエの会員が、JA管内小学校で「地域の特産品」を使った料理の調理実

習を行い、「食の大切さ」「地域の特産品」「地産地消」を学習してもらう。

※JAゆうき青森食育ソムリエの会：H25設立。職員がJC総研の試験を受け資格取得。

　H30.4月現在会員11名

実績（人数・経費等）、効果等

JA管内4町村（東北町・六ケ所村・七戸町・野辺地町）の11小学校で実施。

（H26年度３校／H27年度３校／H28年度３校／H29年度２校）

JAの特産野菜である、ながいも、こかぶ、だいこん、トマトを使った料理を指導。

主食、汁物、主菜、副菜とバランスを考えたメニューで特産野菜を使用。

調理実習は高学年対象。その他、食の教育（クイズ形式紙芝居）を全学年対象に実施。

取り組みの名称

地域小学校での食の教育、調理実習（JAゆうき青森食育ソムリエ事業）

取り組みの目的・コンセプト

「食」に関する知識と、「地域の特産品」を使った料理の調理実習を通じて、地産地消による食

文化の継承が目的。

参集範囲

取り組み内容


